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事故によ　り　解放された放射性核種の天然におけ　る分布、　蓄積状況を把握す　るために、　シ

ス　テムダイ　ナ　ミク　ス　に　よ　る核種の多領域循環モデルを作成　し　た。　更に、　汚染環境を通し　て

生物富の汚染がいかに進行す　る　かを検討す　る　た　めに、　各領域で人体汚染モデルを　も含めた

′生物圏モデル　を　も考慮　し、　こ　のた　めの評価シ　ミ　ュ　レ　ーシ　ョ　ンコ　ード　COCAIN2　を開発　し　た。

当　モデルは先に公表　し　た単領域モデルを、　地球表面全体を取　り　扱い対象と　し　て拡張　し　た　も
（1）

の　で　あ　る。　こ　れ　を　用　い　て、　チ　ェ　ル　ノ　ブ　イリ　か　ら　の長寿命放出核が地球の気、　地、水お　よ　び

生物買いの各国を　いかに循環　し　て蓄積さ　れ、　人体にいかな　る影響を及ぼすかを検討する。

2．　多領域循環モデル

核種の天然循環モデル（囲）では、　各大陸（南北アメリ　カ、　ヨ　ーロ　ッパ、　ソビエト　連邦、

ア　フリ　カ、　ア　ジ　ア、　オ　ー　スト　ラリ　ア、　南極の　8　地域）ご　と　に表面か　ら11m　以浅の表面土、

深層土、　こ　れ　ら土層中の間隙水／地下水、　河川、　湖沼、　お　よびこ　れ　らの堆積土を考慮す　る。

海洋国では全海洋を　5　海域に分別　し、　その各々　で表面水、　中間層水、　深層水、　および堆積

土居を設定す　る。　更に、　海洋面お　よび各大陸上空の大気カ　ラ　ムを気圧700mb以上の下郡三号流

圏、　上郡対流圏、　お　よび成層圏に分別す　る。　他国での核種の移動は陸水の移流に伴う　もの

と　し、　ま　た、　海洋お　よび気圏ではその全域に渡っ　て媒質（水および大気）が移流し得る　も

の　と　し　て媒質の流れに伴　う核種移流を考慮す　る。　更に、　地域および海域毎に気、　地および

潅洋同仁相互間に水、　エア　ロゾル粒子等の移流を介　し　た核種の移流が生ずる　ものとする。　大

気の流動は　3　カ月　毎に変動する季節依存性をもつものとす　る。　各地域毎に生物圏モデルを設

定す　る。　各地域相互間には、1980年代前期の食糧、　飼料の輸出入状況を仮定する。　コード

COCA川2によ　れば、　源か　ら　の核種の放出量を与え　れば、

生物圏での核種濃度を導出す　る　こ　とがで　き　る。

3．　チ　ェ　ル　ノ　ブ　イリ　放出核挙動

1986年4月　に、　放出量の　80％はソ　ビエト　連邦上空の

下郎対流圏へ、　残り　20％は上郡対流圏へ投入された　と

し　て、1カ月　以上の長寿命の14核種（Sr－89，90，Zr－95，

Ru－103，106，Cst137，Ce－141，144，Pu－238～242，

cm－242）の挙動を事故後15年（又は80年）に渡っ　て追跡

し　た　結果を　幸浸告す　る。

（1）大西：　原子力学会　62年年会G－46

大西：‘‘自然界における放射性核種の大循環モデル

（Ⅰ）単領域モデル、（Ⅲ）多領域モデル”（投稿中）
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